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	成人式　自覚と責任強調　両会場へ二千百人
	自治会20周年記念式典に市長から感謝状
	新成人、鍵田市長と大いに語る
	観光客ガッカリ　燃えぬ山焼き
	東向通り下水道埋設　水道・ガス管も取替え
	加入は六月までに　老後のために国民年金へ
	こえのひろば　”フン害”防止に飼主を取締れ
	みなさんの善意ありがとう！

